
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 High Sierra 社のサイドキックを自家用車に取り付け、モービル無線を楽しんでいるハムの友達に刺

激され 3.5MHz～50MHz の範囲を連続的にカバーするモービル用アンテナを製作し、アンテナの形状

と機能性から WBB（Wide Band Bazooka）アンテナと名付け、2010 年のハムフェアで参考出展しまし

た。その後、数多くの改良を重ね、伝播実験においても High Sierra 社のサイドキックと同等の結果が

得られたので、本稿で紹介します。 

 

１．WBB アンテナの特徴 

                            写真１が WBB アンテナです。特徴は、

アンテナチューニング機構がバズーカ砲に

形状が似ていること、3.5MHz～50MHz の

４オークターブを超える広帯域特性を有し

ていること、PEP1kw で利用できることで

す。 

そして、小型のアンテナとは思えない送

受信性能を有し、使用する周波数に応じて

性能差が現れますが、地上高 10m の 7MHz

用ダイポール・アンテナと比べ、受信時の S

メータの振れは-10db～-15db、送信も RS

レポートの比は-10db 程度です。 

比較したダイポール・アンテナとは偏波

面の違いや、入射角度による優位性の違い

や、異なる輻射角度による強電界地域の違

い等を考慮に加えれば、十分満足できる伝

播実験の結果でした。 

                            S/N比にも優れていて信号がない所では

S メータもゼロを指し示します。7MHz に

同調させたWBBで 14MHzや 21MHzを聞

いてみると、広帯域の受信アンテナとして

も十分に使えそうです。 

 

22001100 年年ののハハムムフフェェアアでで参参考考出出展展ししたた、、モモーービビルル用用アアンンテテナナ（（ＷＷＢＢＢＢアアンンテテナナ））がが遂遂にに完完成成！！！！  

 

 

33..55MMHHzz～～5500MMHHzz ををカカババーーすするる  

WWBBBB アアンンテテナナのの工工夫夫とと成成果果報報告告 

 

出出野野  義義則則（（JJAA11BBBBEE））  

 

写真１ WBB アンテナの全景 



２．WBB アンテナの内部構造 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真２が WBB アンテナの心臓部です。DC ギアードモータの回転方向に応じ、アルミパイプとその

先端部分のスプリング式接点がコイル上を移動する方法で、可変インダクターを改良しました。コイル

はΦ1.6mm の PEW 線を使い、スプリング式接点と接する部分のみサンドペーパーで磨き絶縁膜を剥が

してあります。 

 コイル上を移動する接点（写真３）は、接触不良を起こさず大きな電力にも耐える構造にすべく、エ

ンドレスバネを活用しました。エンドレスバネはコイル上を転がりやすく摩擦が少なく、引張力で常に

接点に圧が掛り、振動による接点不良も起こしません。1 周で約 200 個の接点を設けることとなり、微

妙なアンテナの調整がとてもスムーズにできます。 

 延長コイルをエレメントの途中に挿入（センターローディング）し、少しでも送信アンテナの性能を

高くするためにコイルの Q も大きくし、より多くの電流をエレメントに流すように工夫をしました。問

題点は、コイルが 127 回巻きとなり線材の重量が大きく、またコイルが上部に位置していることから重

心が不安定で、市販されている車載基台では 

耐えられないことです。 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ WBB の内部構造 

Ф1.6mm 線コイル 

スプリング式接点 

トップキャップ 

アルミパイプ 

DC ギアードモーター 

M6 ステンレスネジ 

スライド棒 

 

写真３ コイルの接点部分 

モータ固定板 



３．車載基台の工夫 

 WBB アンテナの総重量は約 1kg 強です。受風面積も大きく、車のどの位置に搭載するか？随分悩み

ました。市販のマウント基台を使い WBB を付けて高速走行する勇気が湧きません。そこで、後部左右

の牽引フック（写真６）を使い、WBB アンテナ用マウント基台（写真５）を製作しました。材料は幅

100mm 圧 5mm のステンレス板と 5mm 圧のアングル材です。写真４が WBB アンテナを実際にマウン

トした様子で、M16×30mm のボルト 1 本で WBB を基台に固定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真４ WBB アンテナの車載方法 
 

写真５ WBB アンテナマウント基台

の車載方法 

 

写真６ 牽引フックの利用方法 

 

図１ WBB マウント基台の図面 



４．キャパシティーハットとホイップ 

 写真７がキャパシティーハットです。４個のキャパシティーハットを装着できるようにし、少ないイ

ンダクタンスで低い周波数に同調できるようにしました。諸事情（車庫入れなど）で長いホイップを装 

着するのが難しい場合などキャパシティーハッ

トを使うのが効果的です。WBB アンテナに 90cm

のホイップ接続すると下限は 3.7MHz でしたが、

４つのキャパシティーハットを付けると 3.3MHz

まで下限を下げることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 写真８はホイップの取り付け部です。３／８インチのボルトを使いホイップを着脱できるようにしま

した。ホイップは 1.4m と 0.9m の長さ 2 本を周波数に応じて使い分けます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

写真７ WBB のキャパシティーハット 写真８ WBB のホイップ 

Column１ 

モービルで 160m バンドを試してみたくなります。交信はかなり難しいと思いますが、WBB ア

ンテナで 160m の DX 交信が叶えられれば、きっと忘れることができない記念日になるでしょう。

160m に WBB を同調させるには、 

１）ホイップ部分を長くする 

２）延長コイルを加える 

 何れの方法であれモービル走行しながら 160m の交信は危険度が高く、車を安全な場所に停車さ

せ半固定で運用するのが無難です。 

写真９は WBB アンテナを 160m に同調 

させるオプションコイルです。 

真冬の日の出、日の入り時間に DX を 

狙い、ノイズの少ない地に移動して運用 

してみたいと思います。 
 

写真９ 160m用オプションコイル 



５．WBB の特性 

  表１は４個のキャパシティーハットと 140cm のホイップを WBB に接続して、7MHz 帯で SWR 特

性を測定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表２は表１の SWR 値をグラフで表わしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周波数 SWR R ｊX 

7.00 2.7 48 55 

7.01 2.5 54 52 

7.02 2.3 60 48 

7.03 2.1 64 42 

7.04 1.9 67 35 

7.05 1.7 69 26 

7.06 1.5 60 20 

7.07 1.3 55 15 

7.08 1.2 54 12 

7.09 1.1 55 7 

7.10 1.0 50 0 

7.11 1.1 54 3 

7.12 1.1 51 6 

7.13 1.2 46 8 

7.14 1.3 41 9 

7.15 1.4 37 9 

7.16 1.5 33 9 

7.17 1.7 30 6 

7.18 1.8 27 6 

7.19 2.0 25 5 

7.20 2.2 23 3 
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表１ WBB の 7MHz 帯 SWR 特性 

表２ WBB の 7MHz 帯 SWR 特性グラフ 



表３は、ホイップ長とキャパシティーハットを組み合わせ、周波数のカバー範囲を測定した結果です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組合種別 最低周波数 最高周波数 

ホイップ C ハット 周波数 SWR 周波数 SWR 

なし なし 5.74 1.0 51.00 1.3 

なし 4 本 4.47 1.2 4408 1.9 

90cm なし 3.72 1.4 37.07 2.0 

90cm 4 本 3.36 1.6 35.00 1.8 

140cm なし 3.23 1.6 31.45 1.5 

140cm 4 本 2.98 1.7 31.55 1.6 

 

表３ WBB の組合種別と周波数カバー範囲 



６．評価結果 

  WBB アンテナの結果は大満足です。HF 帯を１つのアンテナでカバーし、どこにでも QRV できる

のが非常に魅力的です。アンテナの調整は、無線機の出力を最小限に落とし、AM モードにして送信

し、無線機のSWR計を見ながら、UP/Downスイッチを操作しSWR値が最も低い位置に合わせます。 

朝露に濡れた車や、雨が降り始めますと同調点が動き変わります。UP/Down スイッチで調整すれ

ば全く問題を感じませんが、7.100 に同調させておき、朝露に濡れた状態にすると、同調点が OFF

バンドまで下がりました。 

実運用に際しコモンモード電流を測定すると、ＳＷＲが 1.0 でもコモンモード電流が検出されたの

で WBB の給電部の内側にコモンモードフィルターも加えました。 

  写真 10 はスペクトラムアナライザーで WBB アンテナのリターンロスを覗いた様子です。概ね

-20db ぐらいあり、かなり広帯域でアンテナとして十分な性能です。 

ラジアルやカウンターポイズを使えばベランダでステルスアンテナ（見えないアンテナ）としての

活用方法が WBB にはあると思います。 

  ハムフェア２０１１においても WBB を展示いたします。HF アンテナ研究会のブースで実物をぜ

ひご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10 WBB のリターンロス特性 


